




























Developing a Social Studies Plan for Cultivate Practical Qualities and Competencies 
to Instructional Design the Future（Ⅱ）:A Case of "Japan in the World"in the 6th 
Grade.
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　本研究は，社会科授業開発を通して，子どもが，未来をデザインするための資質・能力形成のあり方を探るものである。
　第２年次となる今年度は，第６学年単元「世界の中の日本」の開発・実践を行った。「百の診療所より，一本の用水路を」
を合い言葉に，2003 年からアフガニスタン東部で用水路建設に着手し，2019 年までに，約 27km に及ぶ用水路が開通し，
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　本授業は，兵庫教育大学附属小学校 2019 年度 6 年 1
組 30 名（男子 12 名，女子 18 名）を対象学級として，























































































出典：『Anuario 2015 Paraguay』（5） より筆者作成
27未来をデザインする資質・能力形成のための社会科授業開発（Ⅱ）
表１ 単元プラン（全 14 時間） （〇：１時間 ◎：２時間）
















第二次 〇日本の ODAは，どのように使われ ・日本の ODAで作られた橋が，カンボジアの紙幣の柄になった








意 〇日本が ODAを実施するメリットに ・「東日本大震災のときに，パラグアイから 100tの大豆が無償で









７時間 〇中村哲さんの死後，ペシャワール会 ・ODAと NGOの共通点を考えさせることで，両者とも持続可
の活動が続くのか予想する。 能な支援を行っていることに気付けるようにする。





表 1　単元プラン（全 14 時間）



























次 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
第一次 事実的知識 問題発見力 意志力
・世界が抱えるさまざまな問題に ・パラグアイの事例から，世界で ・パラグアイの事例をもとに，
世 気付くとともに，それらを解決 はどのような問題が起きている 世界の人々の生活に興味・
界 するために世界には多くの組織 のかに疑問をもっている。また， 関心をもちながら，世界で
が があることを知ることができて その問題を世界や日本ではどの 起きている問題について意







質 第二次 説明的知識 問題発見力 意志力
・ ・日本のODAやNGOの活動が，国際 ・日本のODAやNGOがどのような活 ・日本のODAやNGOの活動を詳
能 国 社会に大きく貢献しており，諸 動しているのか疑問をもち，そ しく調べていく中で，意欲
力 際 外国からの日本の信頼が高まっ れらが果たしている役割につい 的に国際協力の意味を考え




た 味 情報活用力 社会的思考力 共感力




第三次 概念的知識 社会的思考力 社会参画力
・国際協力というのは，開発途上 ・これまでに学習してきたODAやN ・これからの日本の国際協力
こ 国の自立的・持続可能な発展を GOの役割を総合的に捉え，これ の在り方を考える中で，自
国れ 支援することであり，その活動 からの日本の国際協力の在り方 分から積極的に世界とかか



































































同じである」という ODA と NGO の支援の在り方の共
通点を見出すことができた。
2.3.3　第三次　これからの国際協力


















































































































































































　NGO の活動を取り上げた第 10 時から第 12 時では，
まず第 10 時では第１時および第２時同様に，アフガニ
スタンが抱える固有の問題やその深刻さを指摘した。続




















ODA と NGO の果たす役割を具体的に追究でき，「説明
学校教育学研究,   2020,   第33巻32
的知識」の獲得に成功したといえる。
　第三次では，これまでの ODA や NGO による活動で
の学びを踏まえて，日本の国際協力の在り方を，日本














































第 5時 発展途上国を支援するために，国連，政府，民間が動いていると知った。見たことのある CM が非政府組織の活動だと分かった。問
題があるのは，前回の授業で分かったけど，その解決しようとする人たちのグループが３つあると分かった。
第 6時 ODA の資金協力の例を見ながら知ることができた。有償資金協力は，お金が返ってくるけど，無償資金協力はお金が返ってこないの
に，それをして日本にメリットがあるのか疑問に思った。





















ODA 予算を通じて考える場面が設定された。第 13 時で


























































































































































































































たい（最終閲覧日：2020 年 7 月 15 日）。
　https://www.jica.go.jp/index.html
（8）児玉昌己・伊佐淳編『グローバル時代のアジアの国
際協力～過去・現在・未来～』芦書房，2020 年。
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